
                     

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受験番号  

［設問］ 
次の文章を読んで、下線部について自身の経験をふまえて、あなたの考えを 800 字以内で述べな

さい。 

 

 

グライダーと飛行機は遠くからみると、似ている。空を飛ぶのも同じで、グライダーが音もな

く優雅に滑空しているさまは、飛行機よりもむしろ美しいくらいだ。ただ、悲しいかな、自力で

飛ぶことができない。 

学校はグライダー人間の訓練所である。飛行機人間はつくらない。グライダーの練習に、エン

ジンのついた飛行機などがまじっていては迷惑する。危険だ。学校では、ひっぱられるままに、

どこへでもついて行く従順さが尊重される。勝手に飛び上がったりするのは規律違反。たちまち

チェックされる。やがてそれぞれにグライダーらしくなって卒業する。 

優等生はグライダーとして優秀なのである。飛べそうではないか、ひとつ飛んでみろ、などと

言われても困る。指導するものがあってのグライダーである。 

（中略） 

人間には、グライダー能力と飛行機能力とがある。受動的に知識を得るのが前者、自分でもの

ごとを発明、発見するのが後者である。両者はひとりの人間の中に同居している。グライダー能

力をまったく欠いていては、基本的知識すら習得できない。何も知らないで、独力で飛ぼうとす

れば、どんな事故になるかわからない。 

（中略） 

指導者がいて、目標がはっきりしているところではグライダー能力が高く評価されるけれど

も、新しい文化の創造には飛行機能力が不可欠である。それを学校教育はむしろ抑圧してきた。

急にそれをのばそうとすれば、さまざまな困難がともなう。 

他方、現代は情報の社会である。グライダー人間をすっかりやめてしまうわけにも行かない。

それなら、グライダーにエンジンを搭載するにはどうしたらいいのか。学校も社会もそれを考え

る必要がある。 

 

 

      【外山滋比古「思考の整理学」より抜粋】 

 
 
 
 
 


